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井
藤
新
長
官
体
制
と
な
る
本

事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の
特

徴

　

金
融
庁
は
、
こ
れ
ま
で
掲
げ
て

き
た
、「
①
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
／
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
、
②

利
用
者
保
護
／
利
用
者
利
便
、
③

市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
／
市
場

の
活
力
の
そ
れ
ぞ
れ
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
を
通
じ
、
企
業
・
経
済
の

持
続
的
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形

成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生
の
増
大

を
目
指
す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
引
き
続
き
追
求
す
る
と
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
、「
今
後
、
こ
れ
ら
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
を
着
実
に
実
施
・

継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
国
内
外

の
経
済
社
会
の
構
造
上
の
変
化
や

不
確
実
性
の
高
ま
り
を
展
望
し
、

金
融
行
政
の
施
策
・
手
法
を
不
断

に
見
直
し
、
こ
う
し
た
改
革
を
通

じ
、
我
が
国
経
済
の
成
長
力
を
高

め
つ
つ
、
国
民
一
人
一
人
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
持
続
的
な
未
来

の
構
築
に
貢
献
す
る
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
２
０
２
４ 

事
務
年
度
は
、
以
下
の
３
つ
を
柱

と
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

⑴
　
金
融
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ

た
持
続
的
な
経
済
成
長
へ
の
貢

献
●
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
、

資
産
運
用
立
国
実
現
プ
ラ
ン
に

掲
げ
ら
れ
た
施
策
等
を
着
実
に

進
め
る
。

　

具
体
的
に
は
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の

適
切
な
活
用
促
進
・
金
融
経
済
教

育
の
充
実
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
の
推
進
、
資
産
運
用

会
社
や
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
機

能
強
化
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の

成
長
資
金
の
供
給
促
進
等
に
取
り

組
む
。

●
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
へ
の
対
応
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
推
進
等
、
様
々
な
社
会
課
題

の
解
決
が
新
た
な
市
場
創
造
に

つ
な
が
る
よ
う
環
境
整
備
を
進

め
る
。

⑵
　
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
信

頼
と
質
の
高
い
金
融
機
能
の
確

保
●
金
融
経
済
情
勢
等
の
動
向
を
注

視
し
、
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
や
リ
ス
ク
管
理
態
勢
等
に
関

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
ほ

か
、
金
融
機
関
に
よ
る
業
態
や

国
境
を
越
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

の
広
が
り
に
対
応
す
る
た
め
、

グ
ル
ー
プ
経
営
に
対
す
る
監
督

態
勢
を
強
化
す
る
。

●
事
業
者
の
持
続
的
な
成
長
を
支

援
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
よ

る
Ｍ
＆
Ａ
支
援
の
促
進
、
企
業

価
値
担
保
権
の
活
用
に
向
け
た

環
境
整
備
等
を
進
め
る
。
ま
た
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

質
の
高
い
金
融
機
能
の
提
供
と

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能

性
の
確
保
に
向
け
て
対
話
す
る
。

1
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2024事務年度
金融行政方針の焦点

　金融庁は、8月30日に2024事務年度金融行政方針を公表した。金融行
政方針を策定・公表するようになってから10年目の節目となる。また、井
藤長官が誕生し、新体制下での金融行政の方向性が注目されるところである。
そこで、本稿では、本事務年度の金融行政方針の特徴、着眼点等について概
説したい。
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●
金
融
犯
罪
や
マ
ネ
ロ
ン
、
サ
イ

バ
ー
リ
ス
ク
等
、
台
頭
す
る
リ

ス
ク
へ
の
適
切
な
対
応
を
促
す
。

ま
た
、
保
険
市
場
の
信
頼
回
復

と
健
全
な
発
展
に
向
け
た
対
応

や
、
家
計
が
安
心
し
て
金
融
商

品
を
購
入
で
き
る
よ
う
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
の
確
保
に
向
け

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

⑶
　
金
融
行
政
の
不
断
の
進
化
・

深
化

●
デ
ー
タ
活
用
促
進
等
を
通
じ
た

金
融
行
政
の
高
度
化
や
若
手
職

員
の
育
成
を
は
じ
め
と
す
る
組

織
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。

　

基
本
的
に
、
昨
事
務
年
度
の
方

針
や
重
点
課
題
が
引
き
継
が
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
事
務

年
度
は
、
資
産
運
用
立
国
に
向
け

た
取
り
組
み
が
昨
年
に
も
増
し
て

前
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
資
産
運
用

立
国
実
現
に
あ
た
っ
て
は
投
資
未

経
験
者
の
取
り
込
み
が
肝
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
心
理
的
障
壁
低
減

に
向
け
て
、
利
用
者
保
護
は
よ
り

一
層
重
要
度
が
高
ま
る
こ
と
が
予

想
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
経
営
改
善

支
援
や
事
業
再
生
へ
の
注
力
が
強

調
さ
れ
て
き
た
が
、
事
業
支
援
の

本
格
化
を
念
頭
に
置
い
た
記
載
が

多
々
見
受
け
ら
れ
る
。
Ｍ
＆
Ａ
支

援
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
や
企

業
価
値
担
保
権
の
活
用
と
い
っ
た

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

展
に
よ
り
利
用
者
利
便
が
著
し
く

向
上
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る

が
、
そ
の
裏
返
し
で
、
リ
ス
ク
は

増
大
し
複
雑
化
し
て
い
る
。
マ
ネ

ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
・
拡
散
金

融
対
応
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
、
経
済
安
全
保
障
関
連
対
応
等

が
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
　

本
事
務
年
度
の
主
な
着
眼
点

　

金
融
機
関
が
注
目
す
べ
き
主
な

事
項
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

⑴
　
金
融
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ

た
持
続
的
な
経
済
成
長
へ
の
貢

献
①
資
産
運
用
立
国
に
向
け
た
着
実

な
推
進
等

　

新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
適
切
な
活

用
促
進
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関

や
金
融
経
済
教
育
推
進
機
構
（
Ｊ

－

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
（
注
１
））
と
連
携
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
の
確
保
と
し
て
金
融
商
品
取
引

法
の
改
正
（
２
０
２
３
年
11
月
）

を
取
り
上
げ
、
必
要
な
態
勢
が
構

築
さ
れ
て
い
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

金
融
・
資
産
運
用
特
区
の
推
進

と
し
て
、
２
０
２
４
年
６
月
に
公

表
さ
れ
た
「
金
融
・
資
産
運
用
特

区
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
上
げ
、

対
象
地
域
（
北
海
道
・
札
幌
市
、

東
京
都
、
大
阪
府
・
市
、
福
岡
県
・

市
）
の
地
方
公
共
団
体
と
地
域
金

融
機
関
の
連
携
を
通
じ
た
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
推
進

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
、
金
融
機

関
に
は
、
効
果
的
な
資
金
供
給
や

顧
客
企
業
へ
の
支
援
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ

ソ
ー
ス
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
す
る

中
小
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
、
補
助
事
業
の
展

開
支
援
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

③
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
変
革
へ
の
対
応

　

金
融
機
関
の
取
引
先
企
業
の
Ｄ

Ｘ
や
生
産
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

Ｄ
Ｉ

－

Ｚ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
注
２
）
に
対
応

す
る
会
計
ソ
フ
ト
等
の
開
発
・
普

及
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
と
し
て
い
る
。
特
に 

Ｄ
Ｉ

－

Ｚ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
の
Ｄ
Ｘ
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
思
わ
れ
、
そ
の
普
及
を
支
援

す
る
と
し
て
い
る
。

２
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さ
ら
に
、
手
形
・
小
切
手
機
能

の
全
面
電
子
化
に
向
け
た
自
主
行

動
計
画
の
着
実
な
進
展
を
後
押
し

す
る
と
も
し
て
い
る
。

⑵
　
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
信

頼
と
質
の
高
い
金
融
機
能
の
確

保
①
業
態
横
断
的
な
課
題
へ
の
対
応

ア
．
事
業
者
の
課
題
に
応
じ
た
支

援
の
促
進

　

地
域
の
事
業
者
に
お
い
て
経
営

課
題
が
多
様
化
し
て
い
る
中
、
金

融
機
関
が
付
加
価
値
の
高
い
支
援

を
提
供
し
、
自
ら
の
収
益
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

金
融
機
関
に
お
け
る
事
業
者
支

援
の
取
り
組
み
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
、
事
業
再
生
人
材
の
育

成
や
支
援
機
関
と
の
連
携
強
化
を

含
め
た
取
り
組
み
を
促
す
と
し
て

い
る
。

　

Ｍ
＆
Ａ
の
重
要
性
が
増
す
中
、

金
融
機
関
が
Ｍ
＆
Ａ
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
そ
の
た

め
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
を
促

す
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
材

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
レ
ビ
キ
ャ

リ
（
注
３
）
の
一
層
の
活
用
促
進
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
．
事
業
者
の
持
続
的
な
成
長
を

促
す
融
資
慣
行
の
確
立

　

経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融

資
慣
行
の
確
立
を
推
進
す
る
た
め

に
、「
経
営
者
保
証
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
２
０
２
２
年
12
月
公
表
）

の
施
策
等
を
着
実
に
実
行
す
る
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
が
、
顧
客
企

業
の
主
た
る
株
主
等
が
変
更
に
な

る
こ
と
を
把
握
し
た
場
合
、
ど
う

す
れ
ば
経
営
者
保
証
の
解
除
の
可

能
性
が
高
ま
る
か
等
を
顧
客
企
業

に
対
し
説
明
す
る
こ
と
を
促
す
と

し
て
い
る
。

　

事
業
性
融
資
の
推
進
と
し
て
、

事
業
性
融
資
推
進
法
（
２
０
２
４

年
６
月
）
の
成
立
を
契
機
と
し
て
、

金
融
機
関
が
、
事
業
性
融
資
を
自

ら
の
収
益
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
実
務
上
の
課
題
に
つ
い
て
業

界
団
体
も
交
え
議
論
を
行
い
、
２

０
２
６
年
春
頃
の
制
度
の
施
行
を

目
指
し
、
環
境
整
備
を
進
め
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

ウ
．
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
等

へ
の
対
応

　

被
災
者
の
生
活
の
再
建
を
支
援

す
る
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
債
務
を

抱
え
た
被
災
者
に
向
け
、「
自
然

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周

知
及
び
運
用
支
援
を
行
う
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
金
融
機
関
に

対
し
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
能
登

半
島
地
震
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
も

活
用
し
つ
つ
、
被
災
し
た
事
業
者

へ
の
き
め
細
か
な
支
援
を
徹
底
す

る
よ
う
促
す
と
し
て
い
る
。

エ
．
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
普
及

　

各
金
融
機
関
が
公
表
し
て
い
る

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
に
関
す

る
原
則
」
に
基
づ
く
取
組
方
針
に

関
し
て
金
融
機
関
と
対
話
を
行
う

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
貨
建
一
時
払
保
険
や

仕
組
債
の
販
売
勧
誘
・
顧
客
管
理

等
に
係
る
業
界
規
則
等
へ
の
金
融

機
関
の
対
応
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
販
売
実
績
や
苦
情
の
状

況
か
ら
留
意
が
必
要
な
リ
ス
ク
性

金
融
商
品
を
特
定
し
、そ
の
販
売
・

管
理
態
勢
を
検
証
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

オ
．
台
頭
す
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応

・
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
・

拡
散
金
融
対
策
の
強
化

　
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
２
１ 

年 

11 

月
公
表
）
に
示
し
た
基
礎

的
な
態
勢
整
備
を
、
２
０
２
４ 

年
３
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う

金
融
機
関
に
対
し
求
め
た
経
緯
も

あ
り
、
特
に
不
十
分
な
対
応
が
認

め
ら
れ
る
金
融
機
関
に
は
必
要
に
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応
じ
て
行
政
対
応
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
基
礎
的
な
態

勢
整
備
が
完
了
し
た
金
融
機
関
と

は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
５
次
審
査
で
も

重
点
が
置
か
れ
る
有
効
性
の
検
証

を
念
頭
に
、
対
話
を
順
次
行
う
と

し
て
い
る
。

・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化

　
「
金
融
分
野
に
お
け
る
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（
案
）」（
２
０
２
４
年

６
月
公
表
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
）
の
運
用
な
ど
を
通
じ
て
、

金
融
機
関
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
態
勢
の
強
化
を

促
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
融

機
関
へ
の
ツ
ー
ル
の
提
供
や
、
金

融
業
界
横
断
的
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
演
習
の
実
施
、
金
融
機

関
に
お
け
る
脅
威
ベ
ー
ス
の
ペ
ネ

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
促

進
な
ど
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
。

・
経
済
安
全
保
障
上
の
対
応

　

経
済
安
保
推
進
法
に
基
づ
く
基

幹
イ
ン
フ
ラ
制
度
（
注
４
）
の
運
用

が
２
０
２
４
年
５
月
か
ら
開
始
さ

れ
て
お
り
、
事
業
者
と
の
対
話
を

通
じ
、
金
融
分
野
に
お
け
る
同
制

度
の
円
滑
な
運
用
を
図
る
と
し
て

い
る
。

・
気
候
関
連
金
融
リ
ス
ク
へ
の
対

応

　

新
た
に
「
気
候
関
連
リ
ス
ク
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
室
」
を
設
置
し
、
金

融
機
関
の
経
営
戦
略
や
気
候
関
連

金
融
リ
ス
ク
、
顧
客
の
気
候
関
連

の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
支
援
す
る

取
り
組
み
を
確
認
す
る
と
し
て
い

る
。

②
業
態
別
の
課
題
へ
の
対
応

　

２
０
２
２
事
務
年
度
以
降
の
金

融
行
政
方
針
の
概
要
の
う
ち
、
地

域
金
融
機
関
に
関
す
る
も
の
を
纏

め
る
と
図
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

地
域
金
融
機
関
は
、
地
域
経
済

に
と
り
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
域
企
業
の
価

値
向
上
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
回

復
・
成
長
を
支
え
る
地
域
経
済
の

図表　2022 ～ 2024事務年度金融行政方針の概要（地域金融機関関連）

出典：各事務年度金融行政方針を基に弊社作成

2024年度 2023年度 2022年度

地域経済

地域にとって重要な社会インフラであると同時に、地
域企業の価値向上を通じて地域経済の回復・成長を支
える地域経済の「要」である。店舗・ATM網の統廃
合等にあたっては利用者利便の配慮も重要となる。

－

地域金融機関は、優秀な人材、地域からの信頼、
地域におけるネットワーク等を有し、ポストコ
ロナの我が国地域経済の成長を支える存在であ
る。

経営

人口減少や少子高齢化など地域経済を取り巻く厳し
い環境が続く中、地域金融機関の経営陣には自らの
ビジネスモデルの持続可能性を点検し、先々を見据
えた経営戦略を策定・実行する経営力が求められる。

地域金融機関は、持続可能なビジネスモデルを
確立するため、経営基盤の強化と迅速な経営改
革を進め、効率的な資源配分を検討することが
求められている。

地域金融機関がその役割を果たしていくために
は、地域金融機関を取り巻く経営環境が変化し
ている中、自身の経営基盤を強化していくこと
が不可欠である。

ガバナンス ー

・経営改革を促進するために、ガバナンスや人的
投資、人材育成の取組状況について、経営トッ
プや役職員、社外取締役と対話を行う。
・銀行持株会社による経営管理機能の高度化を進め
る地域銀行について、その進捗を確認していく。

・地域銀行でのガバナンス状況を確認し、経営トップや役
職員、社外取締役と対話を行い、経営改革を促進
する。

・銀行持株会社の経営管理機能を高度化する地域
銀行について、その進捗を確認していく。

国内外の
金融情勢

国内外の経済・金融市場の動向やその影響を引き
続き注視し、大きな市場変動等に対する各地域
金融機関の対応方針等についても随時確認する。

国内外の金融経済情勢や日本の金融政策・金利
動向を注視し、各行の収益や健全性に影響を与
える要因を把握し、早めに改善を促す。

ー

金融商品の
販売 ー

地域銀行がリスク性金融商品を販売する際、適合
性原則に基づいた顧客本位の業務運営が求められ
る。これに加え、リスク性商品の経営戦略におけ
る位置付けについても、地域銀行との対話を通じ
て確認・調整していく。

リスク性金融商品の販売に関して、金融庁に寄
せられる苦情やセグメント別の収益状況の検証
結果を踏まえ、顧客本位の業務運営や経営戦略
におけるリスク性商品の位置付けについて、地
域銀行との対話を進めていく。

リスク管理

各地域金融機関の経営方針やリスクテイクの状
況、経営環境や課題の重さ、経営資源を考慮し
つつ、有価証券や市場リスク、流動性リスク、
取引先に関する信用リスクの管理体制などにつ
いて、検査を活用しながらモニタリングを行う。

各銀行の経営方針やリスクテイクの状況を考慮
しながら、有価証券運用や市場リスク、流動性
リスク管理の態勢に加え、LBOローンや不動産
業向け融資、大口融資、県外融資の審査・管理
体制についても、必要に応じて検査を活用しな
がらモニタリングを行う。

地域銀行では、リスクテイクに応じたリスク管
理の高度化が求められており、信用リスクや有
価証券運用、新たな施策に伴うリスクの管理状
況について、検査を活用しながらモニタリング
を行う必要がある。

協同組織
金融機関

中央機関について、協同組織金融機関による地
域課題の解決・経営基盤の強化に資する取組へ
の支援を進めることを促していく。

金融仲介機能や人的投資の取り組み状況を把握
しながら対話を進め、収益性向上を促進する。
また、国内外の情勢に応じたリスク管理体制の
構築をモニタリングし、中央機関には地域課題
解決と経営基盤強化のための支援を促す。

協同組織金融機関に対し、地域課題の解決と持続
可能な経営の確立を目指し、金融仲介機能の発揮
や経営基盤の強化を促す。また、コロナの影響に
よる経済環境の変化を見据え、早期の対応を求め
る。中央機関には、協同組織金融機関の地域課題
解決を支援する役割を強化するよう促す。
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「
要
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の

観
点
か
ら
、
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
網
の

統
廃
合
等
に
あ
た
っ
て
は
利
用
者

利
便
の
配
慮
も
重
要
と
な
る
と
も

し
て
い
る
。

　

他
方
、
経
営
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
地
域

経
済
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
が

続
く
中
、
地
域
金
融
機
関
の
経
営

陣
に
は
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
持
続
可
能
性
を
点
検
し
、
先
々

を
見
据
え
た
経
営
戦
略
を
策
定
・

実
行
す
る
経
営
力
が
求
め
ら
れ
る

と
し
て
い
る
。

　
　

環
境
変
化
は
自
行
庫
の
変
化

の
好
機

　

地
域
経
済
に
お
い
て
、
地
域
金

融
機
関
は
「
要
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
者
か
ら
の
期
待
が
大
き

く
、
果
た
す
べ
き
役
割
も
多
岐
に

亘
る
で
あ
ろ
う
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
も
、
事
業

支
援
の
本
格
化
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
発
展
に
よ
る
顧
客
利
便
性
の
向

上
に
伴
う
マ
ネ
ロ
ン
等
・
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
ほ
か
の
難

題
が
横
た
わ
る
。
ま
た
、
外
部
環

境
の
変
化
も
激
し
く
、
金
利
や
物

価
の
上
昇
、
人
手
・
後
継
者
不
足

へ
の
対
応
等
、
事
業
者
の
経
営
課

題
が
多
様
化
し
、
そ
れ
を
映
し
た

金
融
機
関
へ
の
期
待
も
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。

　

環
境
の
変
化
は
、
リ
ス
ク
ば
か

り
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
自

ら
に
と
っ
て
の
機
会
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
的
確
に
と
ら

え
、
顧
客
に
向
き
合
っ
て
付
加
価

値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
自
身
の
収
益
基
盤
を

見
直
し
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の

存
在
意
義
を
強
く
意
識
し
た
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

し
、
地
域
経
済
・
顧
客
の
成
長
・

発
展
に
貢
献
し
て
欲
し
い
。

　

地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
存
在

意
義
を
不
断
に
見
つ
め
直
し
、
地

域
経
済
と
と
も
に
、
成
長
戦
略
を

描
い
て
い
く
こ
と
を
切
に
期
待
す

る
。

　

な
お
、
本
稿
の
う
ち
意
見
に
亘

る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で

あ
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
、
ま
た

は
、
か
つ
て
所
属
し
た
組
織
・
団

体
等
の
見
解
で
は
な
い
。

※　

※　

※

（
注
１
）
金
融
広
報
中
央
委
員
会
、
全

国
銀
行
協
会
、
日
本
証
券
業
協
会
が
発

起
人
と
な
り
２
０
２
４
年
４
月
に
設
立

さ
れ
た
認
可
法
人
。

（
注
２
）
２
０
１
８
年
か
ら
全
銀
ネ
ッ

ト
で
運
用
さ
れ
て
い
る
企
業
間
の
振
込

電
文
に
支
払
通
知
番
号
や
請
求
書
番
号

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
添
付
で
き
る

シ
ス
テ
ム
。

（
注
３
）
大
企
業
か
ら
地
域
の
中
堅
・

中
小
企
業
へ
の
人
流
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
金
融
庁
の
補
助
事
業
。

（
注
４
）
基
幹
的
な
イ
ン
フ
ラ
事
業
を

行
う
事
業
者
が
、
特
定
の
重
要
設
備
に

つ
い
て
、
導
入
や
重
要
な
維
持
管
理
等

の
委
託
を
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
事
前

に
国
に
届
出
を
行
い
、
審
査
を
受
け
る

制
度
。

４

デジタル改革法・預金付番で変わる　マイナンバー銀行実務講座

　預金講座へのマイナンバー紐付けにより、さらに厳格な運用・管理態勢が求められます。マイナンバーに
接する可能性のあるすべての担当者が、お客様からの疑問に適切に答えられるように構成された講座です。

■島田法律事務所／梅屋真一郎／塚田秀俊　編著
受講期間：2カ月　11,700 円（税込）／ 3カ月　14,000 円（税込）
　テキスト 1　マイナンバーと銀行取引の徹底理解
　テキスト 2　顧客のマイナンバー関心事にはこう答える


